
ゲー トカットロボットK…cut520を ご使用のお客様各位

拝啓 貴社ますますご盛栄のこととお喜び申し上げます。毎々格別のご愛顧を賜 り、

厚 く御ネL申 し上げます。

ご使用中のゲー トカットロボットK‐cut520ですが、

1995年生産開始 し2007年まで約 12年の間:生産させていただき生産終了後 11年が

過ぎ、一部の修理用部品に支障がおきてお ります。

特に電気 。電子部品の一部がメーカー生産中止になってお り、代替部品の無い部品

もあります。

大変心苦しいのですが、事情ご理解の上ご承知 くださいますようお願いいたします。

つきましては、本紙裏面に現在の状況を、お知 らせ させていただきますのでご理解

いただく様お願い申し上げます。

後糸区機種 として SK‐520Aの生産を開始 しました。

SK‐520Aは、弊社より中国SML社 に対 して技術供与を行い、部材のみ輸入 し重要

部品は日本製を採用 し、弊社社内で組み立てることにより、低価格での提供を実現 し

ています。

SK‐520Aの カタログとホームページのご案内を同送させていただきますので、ぜひ

ご検討お願い申し上げます。

詳しくは、弊社ホームページをご参照ください。

上記に関するお問い合わせ、ゲー トカットロボットの更新につきましては、

または弊社営業部にご連絡をお願いします。

2018年 11月 吉 日

川 口興産株式会社

〒437‐ 1622 静岡県御前崎市 白羽 3973

TEL 0548‐ 63‐ 3321  FAD【 0548‐ 63‐ 5213

E‐llrlail info@kaヽ vaguchikousan.co.jp

http7/www.kawaguchikousanoco.jp

代理店

敬具
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